




































が高い傾向にありました．   
一方で、「日本で生活する外国人は日本社会のルールに従うべきである」「自国のなじみ深い伝統や価
値観が一番大事だと思う」「英語が話せれば，外国人とのコミュニケーションはうまくいくと思う」と，
自文化中心主義の傾向がみられ，多言語・多文化の理解および，近年増加傾向にある日本在留外国籍者
へのコミュニケーションに対する教育的介入の必要性が見出されました．
－5－
姫路大学国際連携交流拠点『Global Gateway』の開設
本調査は継続的に実施中であり，考察途上にありますが，学生の多文化理解の能力を育成し，ディプ
ロマポリシーに寄与するための学習プログラムの構築に生かしていきたいと考えています．
3 ．今後の計画と課題
2020年度は全世界的に蔓延している新型コロナウイルス感染症拡大予防のため，国際連携・国際交流
に関する事業の計画変更を余儀なくされました．2021年度には，香港理工大学との学部間提携を完了さ
せ，交換留学プログラムを考案していくことを目標にしています．さらにGlobal Gateway内では，これ
まで看護学部国際活動委員会で実施してきた多文化カフェも含め，季節ごとの各国のイベントや多言語
を学ぶことができるプログラムの開催を考えています．今後は，施設内の学習環境やシステムの整備，
専任職員の配置と相談窓口の一本化，および学部・研究科との連携が課題です．

